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SqView のダウンロード手順 

 

SQView の初期画面（http://www.sqview.se/） 

 

下の初期画面から をクリックします。 

セキュリティ保護の無いサイトなので、最初にアクセスする際に「このサイトはセキュリテ

ィで保護されていません」等のメッセージが表示される場合もありますので、 

「詳細設定」で表示項目を確認し、「～にアクセスする（安全ではありません）」等の項目を

選択することでサイトを表示することができます。 

 

 

  

http://www.sqview.se/


ダウンロード画面 

 

下のダウンロード画面から新規インストロールの場合は「SqView バージョン for PC」の項

目から先頭の「Download SqView バージョン with Cue Sheets, Callerlab lists & definitions - 

改定日」を選択してダウンロードします。 

※新規インストロール用のファイルは容量が大きいのでダウンロードに時間が掛かります。 

既に Sqview をインストールされている場合は、「Update SqView from 9.x.x to バージョン」

から先頭の項目をダウンロードしてインストールしますが、この項目はプログラムの更新の

みで、キューシートや定義テキストの更新はされませんので、キューシートと定義について

更新される必要がある場合ははプログラムの下にある「Cuesheets」と「Callerlab Lists & 

Definitions」からダウンロードして更新してください。 

 

 
 

  



Sqview のインストール手順 

 

Sqview をインストールするフォルダ構成について 

 

Sqview は以下のフォルダ構成でインストールすることをお勧めします。 

以降の解説はこのフォルダ構成を前提としております。 

赤字のフォルダはインストール後に自分で作成する必要があります。 

 

C: 

   Sqview 

      mp3（without の mp3 音源フォルダ） 

      mp3_h（hoedwon の mp3 音源フォルダ） 

      mp3_v（withcall の mp3 音源フォルダ） 

      playlint（プレイリストを入れるフォルダ） 

      text（singing 歌詞の html ファイルのフォルダ） 

 

 

Sqview は SD や SDReader のようにインストールプログラムを使用しません。 

ダウンロードした圧縮ファイル（sqview.zip）から解凍した全データを Sqview 用のフォルダ

に展開するだけです。 

簡単にインストールが実行されるため、Sqview をどこにインストールしたか理解しないま

ま、複数の場所にインストールされている方を多く見かけます。 

複数の場所にインストールすると音楽データの管理や歌詞のファイル管理が複雑となります

ので、インストールするフォルダは一つだけにしてください。 

 

 

 

  



ダウンロードされた「sqview.zip」を右クリックして表示される項目から「すべて展開」を

実行します。 

 

展開先のフォルダに「C:\sqview」を入力します。 

 

「展開（Ｅ）」ボタンを押して圧縮ファイル展開します。 

  



sqview.zip から c:\sqview フォルダにファイルが展開されます。 

 

アップデートについても同様にダウンロードした圧縮ファイルを現在の Sqview のフォルダ

に解凍します。 

 

展開された C:\sqview 内の sqview.exe を実行（ダブルクリック）します 

 

最初に以下のダイアログが表示されますので、赤枠の部分にチェックを入れて「OK」ボタ

ンを押します。これでデスクトップに sqview のショートカットが作成されます。 



 

音楽データと歌詞データを入れるフォルダを作成 

text フォルダはインストール時に自動的に作成されますが、音楽データ用のフォルダは使用

者が作成する必要があります。 

プレイリストを活用される場合は、プレイリスト用のフォルダ（playlist）を作成します。 

 

  

without 

withcall 

hash 

歌詞データ（html） 



各リストと表示するフォルダの例 

 

 

音楽データ購入時に注意する点 

Music for Callers から音源を購入した場合、圧縮ファイルをダウンロードして解凍しますが、

初期のファイル名が下記のようになっている場合があります。 

 

RI 978v – My Way.mp3 このファイル名が sqview の User Settings で設定した 

 

Lavel – Title.xxx の Lavel （レーード会社略号△レーード番号）の部分が歌詞の html ファイル

の名前と異なってしまい、歌詞が自動で表示できなくなります。その対策としてファイル名を

「RI 978 – My Way_v.mp3」のように変更しておく必要があります。 

ファイル名の付け方はレーード会社によって異なりますので、内容を確認してファイル名を

変更してください。  

hash without withcall 

C:\sqview\mp3_h 
C:\sqview\mp3 C:\sqview\mp3_v 

伴奏のみの音楽データ 

歌詞の html ファイル 

ーール入りの音楽データ 



データの登録例、音楽データ（without） 

 

音楽データ（withcall） 

 

歌詞データ 

 



Hoedown や Singing 曲が多くなると、使用する曲を探すのに時間が掛かる場合があります。 

クリスマス時期にクリスマスソングを一覧で表示できるようにプレイリストを活用します。 

 

プレイリストの内容（クリスマス用のプレイリストの例）「ファイル名は christmas.M3u」 

メモ帳を使用して以下のようなプレイリストを作成しておけばクリスマスソングのみを表示

できて、Singing 曲の選択が楽になります。 

ジャンル別にプレイリストを作成しておけば、曲の選択が楽しくなりますよ。 

 

 

ファイル名の付け方は  

レーードレーベルの略号＋半角スペース＋レーード番号＋半角スペース＋ハイフン＋半角ス

ペース＋曲名＋拡張子（.mp3） 

上記の規則で登録してください。レーード会社からダウンロードしたファイル名はレーード

番号にｖ（ボーカル）やｈ（ハーモニー等）が付いてるものが多いですが、ｖやｈは曲名の最

後に移動して、レーードレーベルの略号から曲名の直前までは同一にすると、すべての音源

に歌詞カードが連動可能になります。 

 

  



SqView のオプション（Options）の設定項目について 

SqView では幾つかのオプション設定を行う必要があります。 

下の画面で「Options」をクリックして表示された選択項目から「Music」を選択します。 

 
 

 

赤枠の「Japanese Character set」を False から True に 

「Tools Listbox Font」を MS UI Gothic のサイズ 10 程度に変更します。 

変更方法は「False」と表示されている枠の右端をクリックすると選択肢が表示されますので

選択肢から「True」を選択します。（次画面参照） 

「Tools Listbox Font」のフォント変更も同様に現在の「MS Sans Serif(8)」の枠の右端をク

リックするとフォント選択のウィンドが表示されます。（次頁下図参照） 

  



「Japanese Character set」の変更画面（False から True） 

 

 

 

「Tools Listbox Font」の変更画面、画面の赤枠の部分をクリックしてフォント変更画面を表

示する。 

False の枠を選択して、

枠の右端をクリックし

て「True」を選択 



フォント選択の初期画面、日本語表示が可能な文字セットを選択（例:MS UI Gothic） 

 

 

下部の文字セット(R)を「欧文」から「日本語」に変更する。 

 

 

  



変更後のオプション画面 

 

必要に応じて以下の項目を変更します。 

 

「Default Volume(%)」SqView の Volume の値を設定します。 

「Maximize volume on start」True で sqview を起動した際に PC の音量を最大にする。 

「Auto looptime(sec)」繰り返しの際の前後の時間設定（秒） 

  



画面下部に表示される音楽の進行度合いを表示するバーの色を選択します。 

青、緑、マルチカラーから選択します。（マルチカラーをお勧めします） 

 

 

キューリストとリストボックスのフォントを設定します。 



 

 

設定完了後の SqView の画面とキーの対応について 

 

Y K スペースキー 


